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ツベルクリン反應に関する考察
(其の二)
ツベルクリン疑陽性反応に関する考察
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第∵章　■ヅべ′yタリン疑陽性反応に就で由一般的観察
Ⅰ緒　　　　　　言
一般にツベルクtlン・7レルギーは結核に　▲
特異なるアレルギーとして認められてゐる○
叉現在ツベルクサツ反應（以下ツ反應と省路）
が結核感染の有無を知る唯一の方法であ早と
言っても過言ではあるまい。－併しツ反魔境騎
の判定と錐もー人間が或一定の約束の下いに決・
めたものであ高ホら、決して絶封的のもので
はない。小代1）はツ反應の張さは特異的なも
―のでなく、個体の皮膚反魔の強弱によって決―
まると言い．東山ヨ）はツ稀揮液の濃度、ツ反
艦の茸施の方睦、局所の状態など種々の燥件
によって異ると言ふ。今村ヨ）はツ虎應蟄赤の
太さに影攣する国号として．桔梗証感染者の
体質、桔梗感染後の経過、踪棲感染の濃淡∴
感染農の量的並び特質的の病理組織畢的聾化．
菅ツ液中に骨乗れる非特異物質の閲輿等を聾
げてゐ盲。中江里はツ反應5～9mmの範国は■
非特異反應と特異反艦との交錯Lてゐる領域
ノであると言ふ。ツ反臆を減願或いは増強する
国吉に閲し七述べてぉる者隼坂本即、佐藤6）、
入江7）、貝田勘、東山即．鵠野lヤ、―小野11l、吋
田12）†木田13）－Ickertlヰ）一Sylla15），Vl＆dimir16）・
Rムbin17），Ponch打18）「等がある。夫等の成績
を綜古するに．ツ屈應を減窮する国子として、
日光又は石英位の照射後、局所の冷坤．反覆
ツ注射による旺盛作、甲状腺機能低下†去勢、
陪チフス・、哉疹チフス、風症．百日頃、麻疹．
水痘、ダリ．ツバー肺炎、粟粒結軌・チブス顔
防注射、ビタミン一成いはヒロポンの注射、
蟄熱状態の瘍軋食の他月臥輯喝栄養低
下、重症疾軋―磯節状態等がありJ相應を
増強する因子として、レ’ントゲン照射．局所
の温濾布、アドレナリン其他の内分泌腺ホル
モン珪射．甲状腺機能克進、前回のツ注射に
よる感受性の増加．青春胡、踏板重感染及び
シュープの始り等が挙げられ七．ゐる0
・、主として薬園桧診時に於ける疑陽性圧魔の
頻度に就ては、寺島岬t楠井20）、戸郎1）、駒
l
潤22〕‘清水呵．多野一）、性感坤．今村3）の報
昔がある。我―々が實際にツ注射を行ってゐる
と、屡々疑陽性虎應に通過するのであるが．・
∫―一
新かる場合に唯疑陽性であると青ふのみで放
任したり、満足したり・することなく、其の旗
陽性反應の一つ一つに就て、出来得る限り過
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切な判断を下すことが必要である。著者は
201名に裁て2ケ年間に、15＄回のツベルクリ
ⅠⅠ嘩　重
観察の対象ほ長崎医科大学厚生女学部生徒で、観
察期間は昭和22年明より24年4月迄の2ケ年間、
使用せるグ調は冷唱所に保存せる伝研製の旧ツ原液
在0・5％石墨酸加生理的食塩水で2000倍に稀釈後1
年以内のもの、注射部位は前頗内側皮内で、48時間
目の成績む採用Lた0ツ陸封莫施の間隔は、初めは
ン疑陽性反應を観察したので．先づ之に関す
る一般的考察を試みた。
方　　法
4～5ケ月の場合もあったが、23年3月以降はトー2
ケ月でぁる。観察した例数は201例で、観察期間の
最長は病2ケ年、最短は‖ケ月である○
ツ注射及びツ反応成靖の判定ほ総て著者白身で行
●
った。
ⅠⅠⅠ親　　察L、成　　横
井1表　ツベルクリン反応擬陽性者調（ア5名〕
莫施年月
ツ反応観察数―
鼻陽性者数
疑陰性者　％
（Ⅰ）戟検者201名申疑陽性和良したものほア5名
〔3ア・占％〕、ツ反応観察延数は1占96で、其の申ほ8
回．（9・2タ左）に於て、疑陽性反応毎屈した○　各軍施
第2衆　〔A群〕
4．4110．Ⅰア．占‡7．9
l：審？；―≡i占こf4：fl：≡
13．119．21　9．2
イ15●6j
期別の疑陽性者数及び其の％は帯1衷に示す通りで、
最少0％より最高19．2毎である。
（Ⅱ）疑陽性反応柵の如く分類した。
アレルギー前店区期
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第ヰ表　〔C許）陰性者の示す一時的疑陽性反応
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（A〕陰性より陽性への移行期、即ちテレルギー
前駆期と鳳まれるも甲は、算2表に示す24例で、本
分類に属する疑陽性反応の回数は35回である。本義
中欝25～28卵の4卿ま部分的に見れば†アレルギー
―■
前駆期と解することが出来る廓、後に述べる別の分
●
類に入れる方が通巻と恩はれる0第14例及び琴Ⅰ5例
は韓に述べるE群に入れる方が通巻かも知れない。
卸甲～宙2咽の9例は†本義巧みではA群に同軍
ツベルク虻ン反応に関する考察
しむべきか、次に述べるB群に入れるべきか不明で
あるが、入学前に陽転LたものがⅠ名もないことよ
り、A群に入れることゝした0陰性より1易姓への蕃
行時に疑陽性反応な1回示したもの15例、2回のも
の7例、3固のもの3例であろ。
（B〕嘩陽性看が一時巌陽性ね呈したと恩はれる
ものは、第3表に示す16名で、本分類正属する疑陽
性反応の回数ほ19回である。算Ⅰ7～20例の4例は
■■
部分的に見れば、本分額に属せしめることも出来る
32占
が、ツ反応不安定者の示す一時的現象と解するのが
適当である01回旋陽性な示したもの13例ツ2回の
もの3例、3回以上のもの毎認めないふ　．
（C）陰性者が一時疑陽性在呈したと恩はれるも
のは、帝4蓑の30名で、本分額に属する疑陽性反応
の回数は舶回である。―簡28例は後に述べるE群に属
せしめるこ≒も出来る○一時的疑陽性む1図示した
ものⅠ7例、2回のもの11例、3固のもの3例である。
第5義・1D群）陽性アネルギーへの移行時
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第丁褒　〔F群）ツ反応不安定者の示す疑陽性反応
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〔D〕陽性者が陰転する場合即ち陽性アネルギー
に移行する場合と恩はれるものは第5衷の4名で、
本分頓に属する疑陽性反応闇回数は5回である○琴
5～ア例の3例は部分的に見れば、本分額に属せしめ
ることも出来るが、ツ反応不安定者の示す一時的現
象と解する方が通巻である○
（E）比較的短期間に疑陽性反応な数回示し、所
謂疑陽性と卦するのが通算かと思はれるものは、第
l‾主l＝‥。
（三）i二
（士〕l－
。士）r〔三）
（≡アt（士）篭ニ
6華わ12名で、本分類に属する疑陽性反応の回数は
39回である。本12例中本期間に陽転、Lないものは3
例で、他の9例は総て陽転してゐる8
（F）部分的には上富巳の何れかの分類に属やしめ
得るが、全期間中甲観察よりすればツ反応不安定者
として別に分類するのが通巻と思はれるものは、帯
ア表に示す占名で、本分額に属する琴陽性反応の回
数は1年回である○
表8表　　疑陽性反応分領別の例数及％
各分類に属するツ
反応回数及全擬陽
性回数に対する％
各分類に属する
例数及全疑陽性
例数に対する頸
％
26．l＿
1アこ4
声1・B
4．3
12．8
6．5
分類符号卜墓　分類の説　明
A
B
q
D
E
F
昔r
陰性より陽性への審行時
陽性者が一時擬陽性ね示したもの
陰性者が－一時疑陽性庵示したもの
陽性より蔭性への移行時
所謂疑陽性と称㌻べきもの
ツ反応不安定者の示す疑陽性
（∬〕上記分備中各群の頻度は罪8真に示す如く、
A群24例〔35回〕、B群1占例〔19回）、C群30例〔舶回）、
D群4例（5回）、E群12例〔39回）、F群占例〔14回）
で合計92例〔158由〕であるが、疑陽性庵示したも
のは75名であるから、75名の中には一人で上記分類
の2以上な示したものがあることほ勿論である0
〔Ⅳ〕本期間中各人毎に疑陽性反応毎屈した回数
に武て見るならば、1回31名、2回Ⅰ9名、3回Ⅰ苧名、
4国ア名、5【司2名、6回1名である03回以上疑陽性
反応な呈したものに託て上記分類より観察すれば、
A弗び捌こ属するもの3卵、A準―びDに属するもの2
24
Ⅰ占
30■
4
12
占
92
35
19
4占
5
39
14
158・
例．AC及びDに属するものl例．LCに属するもの3例、
Eに属するもの12例、利こ属するもの4例であり、E
に属する12例は全部3回以上であり、・剛ま6例申4例
が3回以上の疑陽性ね示した0筒3回以上疑陽性な
∠′
示した25例申Ⅰ回も陽性反応在京さなかったものは
5例のみで、他の2咽はすべて茶期間中に陽転して
中る。―山一
（†〕・調寮期間とツ反応疑陽性の頻度との関係に
託てみるならば・リアケ月以上観察したⅠ30名中擬
陽性な示したもの5占名（43・Ⅰガ〕で、‖ケ月間観察
ゝた7甥中嘩陽性反匝毎屈したものは19郡26・8軒
聖控至埜
：÷　こ＝：
l車中
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である。
ⅠⅤ　考
・薬園検診時に於けるツ反應旗陽性者を10％
以上認めてゐるものに戸田21〕、清水23）、多
賀別）、渡部2∋）．今村3）、柄井20）があり、戸田
は尿陽性者を平均10％前後に認めると言ふ―。
それ等に比ぶれば、著者の観察した撰陽性反
艦の％も特に多いとは思はれない。即ち著者
は2ケ年間に201名中75名（37・6％）に、1696
回申158回（9・2％）町疑陽性反應を見．實
施期間別に見るに最高19・2％である。若L初
期に於て今少し頻繁にツ反應を行払．散薬開
聞を今少＿しく長くLたならば、疑陽性を示す
もの1数が更に増加するであらう＿ことは、上
J■
記の成績より容易に想像せられる。叉48時間
値のみ恵らす．24時間値をも併用したならば、
疑陽性の頻度は一骨多くなるであらうことは、
第三章の成績より明かとなるであらう。
次に疑陽性反魔の分類に就てゞあるが、著
者は寡聞にして未だ疑陽性反厳に閲し上音巳の
如き分類を試みんとした文献に遭遇しない。
丑に著者が行った上記分辞忙就て、若干考察
を加へると共に．本分斬に封する諸藩の御批
判を仰ぎたい。
分類（A）、は陰性より陽性への移行時、即
ちアレルギー前駆期と見なすべきものであ畠
が、甲村26）等もツ虎艦が陽特する場合．抑攻
強陽性に移行して行くものもあると述べてゐ
る。本分類は陰性より陽性へ痙行する過程と
して、証Lも考へ得る順序であり、之に関し
て異論を稗へるものはないであらう。
●l
分類（B）は陽性者が一時的に疑陽性を呈
した場合と解拝したのであるが－此の偏律射こ
就ては、力債減弱せるツ液を使用したと思は
れるものはない。緒言に於て述べたツ反應を
減崩せしめる国子に就て考察Lてみるに、恐
lらく被槍者の一時的衰弱、月経．柴養低下な
ど」によるか、或いは日光直射等によるもので
あらう。入江7）、木田13）等も嚢弱．発着低下
などのために措棲感染者でありながら、陰性
アネルギーにあらざるツ反應陰性の存するこ
寮
とを認めて怠り、東山9〕．舘野岬はツ琵射後
其の部佗を冷却すると虎應は弱くなると述べ
てゐるがい由に於て此の群に属する旗陽性
が多い傾向も見られないので．、寒冷による影
響は認めることが出来ない。
分類（C）は陰性背が一時的に疑陽性を点
したものと解した。駒田22）は疑陽性99名に就
て3－4月後ツ反應を行ったところ、其の中
24名は陰性であったと言ふ。著者の場合は常
に同一ツ液を使用していたことより－石宋酸
等による非癖異反應によるとは考「にく、い。
緒言に述べたア反鷹野強国子に就て考察して
u
みる一千、被桧者の体質がツ液に封L一時的過
敏状態となれるためか、入搭等の局所保温に
よるか．或いは琵射部位の摩擦などによる局
所刺戟のためと解するのが通常であらう。
■
分類（D）は陽性者が陰韓する場合、即ち
陽性アネルギーへ移行する場合と考へたいの
である。ツ反膝の陰性韓化については．上
田即）、黄楊甲）、中村29）、敷波38）、柄井31）．野
壇地32）、村上33）．Couts34），Hardy35），其他多
数の報告がある。観察期間と陰性特化との関
係を見るに、舘野3甲は1年間止4・9％、山口叩
はl・5～2・5年間に6・4％、中本38）は3年間
に．6・6％の割に陰性特化を認めてゐる。此の
陰性韓化⑬原因に就ては、緒言に於て述べた
如きツ反磨滅弱因子が連続的に作用する場合
も考へられるが、菅者の観察例に於ては、斯
かる原因によると思はれるものを認めない。、
唯ツ直往射反覆葺施による睨感作に就ては、
一腰考慮する必要があるかも知れ敦いが、
2000倍稀樺ツ液宜1－ぞケ月の間隔をお山て、
歴々注射Lた場合と、長期の間隔をおいて行
った場合とに於ける、陰性韓化の頻度咋殆ん
ど要が見られなりことより．睨感作の影響を
除外して貴重ないと考へる。Jad議SOhn．Naト
geli，柳津39〕等は、生体内に形成された抗体
が抗原と結合することにより抗体を共ひ．体
外より輿へられた抗原性物質に反應する能力
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がなくなった場合にツ反應が陰性を呈すると
言ふ。Rubin17）は感染が完全に渦越した場合
に、ツ反艦が陰輔す畠と述べてゐる。菅者の
分類（D〕は上記の如きに庵するものであら
う。貝田わはツ反應が1回陰性是示したから
とて．陰性稗化とは言えない、根気弘い観察
が必要であると言ってゐるが、著者は少くと
も建碑2回以上の陰性を示したもdを陰性特
化とした。
ツ反應陰性者の胸部レ綿優に壁化を認めた
と報告してゐるものに、黄楊岬．寺島11）、安
宅1・1）．新井坤．中島A3J、’柄井叩、貝円叫．小
池呵．EhrlichA7〕等がある。それ等¢欒化が
絶て桔梗陸ではないかも溝口れないが．其の中
には既往に放て結揖に感染した者が相常数含・
ま．れてゐることが推察される0
ツ反應の強弱と陰性特化との関係に就て報
骨してゐるものに、砂川叩、内藤ヰ9）、小池叫．
上村叩、H乱丁dr35）がある。砂川、上村は陰性
特化せるものは絶て弱陽性背からであると言
ひ、小池も大体同様の域蹟を蟹表してゐる。
上村は25・Omm以上のものは、太いさを城
′　－
少しつl大体10・Omm～25・Ommの間を動橋
すると言仏．―Hardyは相常の反應を示した52
例妃於七は、14年間に1例も陰性特化を認め
なかつ牢と昇ふ0小林51）は数百名の粒兵に鱒
て、4年間に陰韓せるものをl例も認めなか
ったと言ふ。著者の場合は陰韓せる4例は、
すべて10・pmm程度の弱陽性者のみであつ
た0
陽極後、陰韓する迄の胡問に就ては遠城
寺52〕の報告がある。碑によれば、1年以内が
陰韓者の55％、2年以内がぞ3％∴即ち陽捧後
単調に陰性特化するものが多いと富ふ。著者●
の場合、視察期間が短いので、此の鮎に就て
は結論を避けたいか、ヰ例共陽轄後早期に陰
韓してゐることは事實である。
次に興味あゃことは．結核に暴露する状態
とツ―反應陰性唾割ヒとの関係であるが．重拾て3）
は農相に於ては陰特を7・6％に認めたが、都
督では2・1％認めたに過ぎないと冨仏、―内
藤？9）は1年以内の観察に於て、高女生では
6・0％∴看護婦生徒では一1・2％の陰韓者を認
めたと富ふ。Dahlstrom5りは結核患者な・き家
族は裏・＄％に、閉驗性の結横患者の家族は
15・0％に、開放性患者と接解してゐる家族は
1・6％の割合に陰性韓化を認めたと言ふ。即
ち重感染の墳皆の多いもの程、陰輪する率が
少いこ主を示して中る。著者の場合い2年間
に0・5％の割合に陰性特化を認めてゐるので、
・先人の報告に比すれば其の比率は寧ろ少い方
である。併L臨性者が1回陰性を示した場合
包も陰性稗化と見徹すならば、其の割合は可
なり増加するであらう。我耳がツ琵由を頻回
行って居れば、斯かる旗陽性反應に遭遇する
ことは常然考へられるととである。唯陰性よ
り陽性醇化するもの1数が著Lく多いのに反
L、陽性から陰性特化す．る者の数が極めて少
いことより．（D）群に展する疑陽性反應の絶
封数が少いことも亦常然であらう。
分類（E）は上記何れの分類にも嵐せしめず、
所謂旗陽性と柄するが埴常と恩はれる例であ
る。A群の中で車群に屠せしむる方が頓首か
も知れないと云った第2表の第14例及び第15
例の2例は別として、E群に厩せしめた12例
は、絶て数回の親陽性反應を示してゐる問に
何回かの陰性反應を革してゐるが．少く’とも
疑陽性と解した期間では、ツ虎艦の年数以上
申
が疑陽性を示し、然も其の問に陽性反應を示
してゐないことより．所謂旗陽性として分類
したのである。此の原田に就てはB・C・G
による影響と恩はれるものなく、叉ツ反應反
覆實施による影響とも．呪はれない。従七桔梗
末感染者の非特異反應強き場合と、桔梗感染
者の特異反應弱き場合とが考ぺられるが、本
分類中の大部分は旗陽性反應超繰返してゐる
中に陽稗して行くことより考へるならば、A
群みアレルギー前駆胡の遅延骨る形と解する
のが通常ではなからうか。
分類（F〕は部分的に見れば上記の分類の何
れかに魔せしめることが出来るが、本鞘間中
■
の全体より見れば、ツ反應不安定者として別
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に分類すべきであらう。ツ反魔の不安定者乃
至動括者に閲しては西村26）、林55）．熊谷F6〕i
中坪9）、楠井31）、遮城寺52）等の報告があり、
村上33）は、2年間に約側％に斯かる例を認めて
ゐる。著者の分畢舵よる8群の第12例、E群
の第甘、第2．第3．第12■例等も．F群に入れよ
うとする見方もあらうし、共イ也A～E群の中＝
・にもF群に屠せしめる方が通告なもあがあ早
かもわからない。錦上記分類に於て、l人で2
●‾群以上に尾せしめた者は、ツ反應不安定者と
して本群に入れるべしとする見解もあらう。
併し－應上記の如き分類で差支へないと考へ‾
る。
上記分類各群の頻度に就て見るに、第弓蓑
●
に示す如く、C群が最も多く、D群が最も少
いのではあるが．すべて夫舟特異なる意巷を
有するものと解されるので、唯一回のツ反應
疑陽性を見た丈で．何れの群に属せしむべき’
かを決めることは不可能でありJ必ず前後の
成顔を重層しなければ決定出来ない問題であ
る。　　　　　　　　　　　　い
ツ疑陽性反應は£拝具反應と非特異反應との
Ⅴ　小
り―長崎医大厚生女学部生徒201名の2年間に放
けるツ反応の観察に放て、疑陽性な呈したものア5名
（訂．占％〕である。ツ反応観察延数は1占96で、其の
申158回（9・2タ左）に放て疑陽性反応毎屋Lた0
2〕上記疑陽性反応在占群に分類した0螢群に於
ける意義、督群に属する例数及びツ反応の回数は、
〔A〕陰性より陽性への移行時、即ちナレルギー
前駆期と見敬すべきもの、24例、35回。〔B）陽性
者が一時的に疑陽性在京したと解すべきもの、Ⅰ6例、
19回。〔C）陰性者が一時的に疑陽性毎示したと見
放すべきもの、30例、舶回。〔D）陽性よ射陰性へ
町移行時、即ち陽性アネルギーへの移行期と解すべ
交錯Lている領域であるとの誼も、疑陽性反
應に封する一面の有力なる見解である。2000
値で疑陽性の場合、100借液で行ふべしとす
る者に、準備中、楠群8）．佐藤59〕等がある0
野塩地は2000倍で9．Omm以下のもの二にト
100値で行ふことは意味なしと言払、申出二は
2000値の場合に於ける　5・0〟9・Om血　は．
100倍の時の10・0－19・Ommに相督すると言
「
ひ、Ponch亡r18）は菅ツ液は100倍以下のもの
を用ふべきツぁり、余り濃い士非特異反應が
硯はれると警告しでゐる。2000倍稀繹ツ続で
陰性乃至疑陽性の場合に、非特異反應を由は
さない範囲の濃度で再検査を行ふことは必要
I
であるかも知れない。ツ注射のヨI坤睾異反應に
就ても多数の報告があるが著者の場合常に同「
－液を用払．48時間制先によったのであるか
ら、非特異反應は問題とする必要はあるまい。
兎に角．ツ辰應の観察に際L上疑陽性者に徳一
過した場合は．前述の如き見解の下笹ツ反應
を繰返し行ひ、其の判定に誤なきを期するこ
とが最も適切な方法の一つであると考へる。
括
きも町、4例、5回0〔E〕所謂擬陽性反応と称する
が通巻と恩はれるもの、12例、39回。（F〕ツ反応
不安定草鞋示す疑陽性反応、6例14回である○窟
〔E）は（A〕のアレルギー前駆期の遅延せる型と見
ることも出来る。
3〕観察期間と畳陽性反応の滞度（例数〕との開
陳在見るに、ユ年アケ月以上観察した例では43・1プ‘、
11サ月間観察した例では2古・8プ占である。
－4）各人の示した疑陽性反応ゐ回数に託てみるに、
1回31名こ2回Ⅰ9名、3回15名、4回ア名、5回2名、
占回Ⅰ名でア回以上のもの毎認めなt、。
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第二章　　反応の大吉より見たる―ヅペ〝タリン擬陽性反応の観察
Ⅰ緒
第一章に於て、ツベルクリン疑陽性反應の
一般的観察を試み、A群よりF群に至る6群
に分類したのであるが、之等親陽性反應の中
には、蟄赤直径の算術平均値が4・5mmより
9・Omm迄ありて、其の間に相常の葺がある。
R
著者嘩之等親陽性反應中、7・Omm以上をⅩ，
6・5mm以下をYとして、反魔の太さが．上
記各群に於て何等かの意義を認むるや者やに
就て観察した。
ⅠⅠ槍　　査■　方　　法
ヽ
第」輩に述べた方法と全く同じである。
第9表　　疑陽性反応の太さより■見たる分額
ア．ロ．、．9．ロmm 4．5．｝6．5mm
D
E
F
ⅠⅠⅠ観察成績故びに考察
ツ尿應疑陽性を示したもの及び其の回数は．
第一章の成績と全く同じであるが、昭和23年
3月以降の旗陽性反應を．その太さによって
分数してみるに、其の成績は第9表の通りで
ある。A群中疑陽性を2回以上示した場合に
於て、初めにY、後にⅩを示す傾向も認めら
、
れず．A群とⅩ、Yとの問には有意の閲嘩を
認めるこ主は出来ない。】】群に於てはⅩ11．
Y6で前者が約2借の頻度を示してゐる。B群
姓一度陽性となったものが－一時的に旗揚性を
示した場合であるからトⅩの方が多いと考へ
るのがJ慣常であらう。C群に於てはYの方が
造かに多く、Ⅹの約4・早借の頻度を示してゐ
ⅠⅤ・小
AよりFに至る占群に於けるリベルタリン疑陽性
反応の太さに武てみれば、ち群即ち陽性者が一時的
′一
に疑陽性反応な呈する場合は、占・5mm　以下より
ア・0mm以上の成績缶示す場合の方が多く、約2倍
であり、C群即ち陰性者が一時疑陽性反応庵呈する
場合はア・Omm以上慕り6・5mm以下の成績在示す
2
13
4
るが．C群は耳群とは蓮に陰性者が一時疑陽
t－
性を示したのこであるから、ⅩよりYの方が多
いことは菖離であらう′，以上のことよりB群
とC群との分類は、観察共の常を得たものと
言ふことが肌寒よう。廿群に於ては例数も少
いし、之丈けの成績でⅩ、Yとの関係を諭す
●
ることは無理であらう。E群に於ては数回の、
疑陽性の中、初めはY、径にⅩを示す傾向卑
殆んど認められす、ⅩとYとの頻度も暑同様
である。従ってE群に於ては、―ツ反應の太さ
に閲L特筆すべき意義を認めない。f■群に於
てはⅩ4議YlOで可なりの差異が認められる
が、之は偶感の結偏と解すべきであらう。
括
場合が造に多く的4・5倍であった。併し勿論唯一固
の成琵が占・5mm以下、或いは7．0mm以上である
と冨ふ更けで、B群哀別まC群に属すると考へること
―は阻宋ない。B群、C群以外の4群に放ては持富巳すべ
き意義缶詰めない。
区　左
A
丑
C
F≡E一TT＝―．―■■＿崩立言＝こ二＝＝―＝
Ⅹ
Ⅰ3
11
占
Y
15
占
28
l区分
Ⅹ
い・0～9・Omm　―
―二＝―二：÷―こ＝――二＝―：＝――――　―――一！＝
Ⅴ
4．5．｝古．5mm
＼
3
14
10
ツベルクリン反応に関する考察　　　　　　　　　　　　　　331
第三章．　ツベルクリン疑陽性反応の時間的観察
Ⅰ緒
一般にツ反臆境続の判定は畢拒法に示され
たヰ8時間値を蝶属してゐるが、状況によって
は2ヰ時間値尼採用する場合がある。富田良師
等は特に感染初期に於ては、4＄時間制先のみ
では暖性を見逃すことがあると言ってゐる。
ⅠⅠ、輸　　壷
観察の封構及び使用ツ液は第一草と同株セ
あるが．観察期間は昭和24年4月より同年10
月迄の7ケ月間であり、判定時間は24時間及
―¶
昌　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
！
「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ■
著者は第一章及び第二章に於てはヰ8時間惜の
みに就て論じて乗たが．本章た於ては24時間
判定の場合と、48時間制先の場合に於ける疑
陽性反應の関係に就て述べる。
方　　法
l
′！―
一び48時間である。注射部佗は前側の前膵或い
は上膵の内側である。
ⅠⅠⅠ観察成績放びに考察
第10轟　　ツ反応実施回数と同反応判定時間との関係
同一部位に
斗反応3回以上実施
同一部位に
ツ反応初回羊施
例　数―に
実施緻数疑陽性総
に習る管に完サ
亡
d
e
＋
士
計
28
Ⅰ3
7
12
1声
75
観察成痕は第10表に示す通りで．ツ庚應實
施回数563の中．24時間値又は48時間値が疑
陽性を示したもの146一（25・9％〕である．．第
10真に分類した5群の中で、24時間佑及び48
時間値共町疑陽性甲もの屈も多く、32・2％庖
占め．24時間値陰性で48時間依疑陽性の■もの
最も少く、7・5％である。
前述の■5群を第10真に示すa，b，亡，d，e，
を以て表せば、b及びd群即ち24時間借が48
―
時間値より大なるものは49・3％である。C及
びe群即ち．48時間値が24時間値より央なる
ものは18・4％で、両者の問には相常の差異が
見られる0岩本60）は24時間倍が48時間値より
8．3
占．0
1．9
6、、．ア
2．9
25．9
32．2
23．3
ア．5
2占．0
10．9
大なるものは疑陽性者に最も多く、強陽性着
では1例ち見なかったと富ひ、富田61）．野見
山62）は反膣度弱きものは早痢に最大値に達し、
■早期に滑髄すると言ってゐるが．著者の成績
も之等と同様の傾向を認める。偶ツ注射反覆
實魔の影響をも併せ考へるならば、亡群及び
e群の頻度は、ツ反艦を向一部佗に初めて行
ヽ
った場合の方が．、3回以上行った場合より太
で串皐が‾、b及びd群の場合には丁度逆の絢
係になってゐる。此の関係は疑陽性反應の場
合丈けでなく、（其の－）に述べた如く・∵般
のツ反魔境陣に共通の事實の棟である0
以上の1詣の旗陽性反應の中、2ヰ時間他の
区　　　　分’
ツ反応実施例数
l詔慧■1
適時
E日店
：l
≡l
土
土
士
＋
27Ⅰ
10．3
4．8
2．古
4．4
5．5―
2ア．6
3ア．3
17．5
9．3．
1占．0
20．0
292
ニl例数
享子．1
二子；享 芋蔓；軍t
′47
34
ⅠⅠ
38
1占
14占
例数1ヨ
一計
563
除数に対
する　％
352　　　　　　　　　　　　　　　　　　鐘　―　　　　　　撫
みを以て判定すれば、その中に87（63・9％）
が含まれ、4＄時間値のみを以て判定すれば96
（70・6％）が含まれ七こと1なる。即ちこれ
1
を以て見れば、第一章に於て述べた48時間値
のみを以て判定する場合の疑陽性の頻度は、
2ヰ時間値を併周することによって相常増加す
ることが領かれる。
功北岡一人で疑陽性反應を呈した回数に就
て見るに、3回以上ツ反應を行ったもの1中
で、2回旋陽性を示したもの1紙数は27名で
あり、其の中2回の疑陽性の成蹟が前述の5
群中の同一群に属する■も申は13名で、約年数
である。同じぐ3回購陽性を示した10名の中、
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1〕24時間値と48時間値とに於けるツベルクリン
反掛こ放て、少くとも一度は●疑陽性反応在屋Lた
14占回の時間的関係毎見るならば、〔孔）24時間値及
び48時間値共に疑陽性な示すもの、4ア回。（b）24
時間値擬陽性で、48時間値陰性のもの34回●（C）24
時間値陰性で、48時間値疑陽性のものIl回0〔d）
24時間値陽性で、48時間値疑陽性のもの、38回○
〔e）24時間値疑陽性で、48時間値陽性のもの．1占
2回以上同一群に展する成績を示したものは
7名で70％である。同じく4回旋陽性を示し
たもの2名は、2名共2回以上同一群に属す
る成臨を示し七ゐる。同じく6回旗陽性を示
した1名では、4回が同一群に屠し、2回が
別の同一群に属してゐる。即ち2回以上疑陽
性を示した・もの」中には、同一群に屠する成
続を表はす傾向が見ら叫ることは面白山草實
である。
侍本章に於ける旗陽性反魔の太さに就ても、
第二草に於けると同様の観察をしたのである
が、成績があまり複雑となるので智者する。
括■
回である。即ち8群最も多く、亡群が最も少い。
2）a群缶除いた他の4群に於て、24時間値と48時
▼
闇値とを比較するに、24時間倍大なるものが、48時
間値大なるものゝ約3倍である。
3）同一人で2回以上疑陽性反応在示す場合は、
其の成績が上記5群中の同一群に属する僻向が見ら
れる。
第四章　　結核発病者の呈せるツベルクリン擬陽性反応
Ⅰ―緒
ツ反騰を行ふ場合に、疑陽性反應を呈する
ものが相常の率に証明せられることは、既に
前章迄に精しく述べた通りであ．る。疑陽性反
應は特異反鷹と非特異反應との交錯してゐる
領域であるとするならば、旗陽性反應を呈す
るもの1中からも、桔梗哉病者の見出される
ことは常戯である。王陣に以前・j眉きツ反應陰
性であったものが、蟄病時或は其の．後間もな・
く旗陽性反應を呈する場合には、結額感染に
よる特異反應と見撤すことが通常であらう。
官本83）は結棲蟄病時に18％に旗陽性反應超見
ⅠⅠ症
観察せる5例のツ反応虚構は罪11表に示す通りで
あるや
欝Ⅰ珂　喝○寧019才　女子0　昭和23年3月
R
たと言ひ、桑原印は桔梗患者の初期に於ては
20％に．第1期に於て埠ヰ％前後に疑陽性反
騰を認めると言ふ。中村29）は楔弱感染でアレ
ルギー硯はれざるか．叉現はれてもー先の方
放で証明し得ない場合があると言ってゐる。
著者は昭和23年及24年の2ケ年間に於て、結
板蓉病者が蟄病時又は其の後間もなく疑陽性―
庶應を点し、．然も未れ以前に於て一度も陽性
を示さなかった5例を経験したので．其の症
例―に就て述べる。
例
ヽ
迄数匝rわツ反応和行ったが、常に陰性であった。同
年4月誘因と層はれるものに気付かず、全身倦怠感、
頭痛、胸囁等在伴って発病す0打聴野上、右湿性勒―■　　　　　　　　―　　　j　　　　　　　　、　　　　　　　　　■　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　．　　　　　―、　　　　　　　　　　l
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第11表　結城発病者の呈せるツベルクリン擬陽性反応∫
3
4
5
坂　0．
岸　○
城（〕
笹（⊃
西　⊂〕
証：l）（〕は発病時。　　　2〕．罪2例、嵐3例は2環年12月に乱C・囁硬。
膜炎の所見む呈L、試験穿割により、リバルタ反応
陽性の昏出滅庵証明す。発病時に放てもツ反応依然
嘩性、占月及び、ア月共に疑陽性0Ⅰ明陰性なるも、
翌年2月再び疑陽性ね示す。約2ケ月間安静療養の
筏、諸症状軽快し勤務に徒事す。其の後、時々右胸
届詣訴へることがあったが、静養の必要毎認めず、
勤苛詣嘩行す○家庭の事情により、24年10月退職す○
算2例　岸○マ0ノ17才　女子○　昭和24年4
月誘因と恩はれるものに気付かず、全身倦怠囁、頭
痛、熱感ね伴ひ発病す○理学的に呼吸音右下碕々徴
誠にして、呼吸性審動右下椅々不良ふレ操学的に、
主として右中野に細菜性増殖性浸潤像庵屈む。ツ反
応は発病前数回の検査及発病時由検査共笹陰性であ
ったが、発病貞ヶ月別こ疑陽性杏里す○患者は3ケ
月入院し、人工気胸療法缶受けたる後、症状転快し
て退院す。退院後的2ケ月間漸進的訓練の後†勤我
■
に就き、現在額人工気胸療法克行ひつゝ、勤務に徒
事して居る○
第3例　奴○且○・18才　女子。　昭和24年＋6月
訪因と恩はれるものに気付かず，全身倦怠感、観点、
覇届、右背痛毎訴へて受診す○結城性疾患町既往歴
なし○肺野の右下部は打診上海にLて、聴診上呼吸
音微弱。試驗穿別により、蓼出披在証明せず。肋間
神法に泊ふての圧痛心証明せず。ツ反応は発病前10
回以上待ったが常に陰性、発病時疑陽性。其後再び
陰性む示す○右背痛は的＿2ケ月間続抗し、レ韓学的
ⅠⅠⅠ葛
以上の5例は放て蟄病臥引境ぎツ反應陰．上
陸を示したものが．蟄病時或は草病後、間も
なぐ旗陽性を示した例である05例共結顔初．・
感染時与′午懸ける不全アレルギーと解すべきで
葬らう0即ち桔梗に感染せるも、ツベルクワ
▲
にほ肺野に特記すべき所見なく、右胸部に於ける筋
の庄痛毎知的せず。且上の所見より右肋膜炎とLて
処理し、約2ケ月間の安静療養幻径、諸症状鞋快す。
漸進的訓疲の後、動産割こ就かしめ、現在異常なく勤
務に徒事しつゝあり。
籍4例　塩0マ0　20才　女子。　過激なる勤務
と不則親なる生活のためか、24年9月全身倦怠感、
食塩不揖、観熱、」胸囁等在以て発病す○理学的には
右肺尖紛々顛、呼吸音右下椅々徴轟。レ線学的には
両側肺門瀞の増大毎認む0ツ反応は発病前数同行ひ
たるも常軋陰瞳、受診時即ち発病の翌月24年10月及
び12月疑陽性反応毎示す。2ケ月間の安静療養によ
！
り、諸症状軽快せるも、i睡康勝れざる理由右以て、
25年3月退職す○茶症例に放ては、24年6月以降ツ
反嘩在行ってゐないので、其の後発病迄の成靖はネ
明であるが、発病の翌月初めて疑陰性在示してゐる
ので、結城感染時のアペルクリシ・アレルギツと解
すべきである。
．第5例　西○典0　22才　女子。　過労せしため
か24年1？月、全身倦怠臥食恩ネ振、咳軌背痛等
毎出て発病す。理学的に右中及び下肥野呼吸音徴宙。
レ躁学的には右肺門影増大す。ツ反応は発病前数回
の検査に放て陰性、＃病時陰性．発病後2ケ月且に
疑陽性0　2ケ月間の安辞療養の後、漸進的訓練毎行
ひ．∴現在普通に勤萌しつ・あり○
蕪
¢
ン・アレルギー弱きためト陽性の成驗を■示す
に至らなかった、もゃであらう。欝2例及び算
■1
3例は、、唱和封卑12月BiC●G接種を行
ったのであるが、第2例は昭和25年1月、2
月、9月の3国共に．ツ反嘩は琴陽性を蓋し，
334　　　　　　　　　　　　　　　鐘　　も　　　藤
ヽ
未だ陽性とならない。第3例は25年1月ツ反
應菊陽性を示したが、2月には再び疑陽性と
なる0間もなく他の病院に醇出したので．其
の後の成績は不明である。第1例及び弟ヰ例
も退職せるため、其の後の成騎は不明である。
幕5例は25年3月のツ反應は旗陽性であり、
9月は陰性である。即ちB・C・Gを行った
第3こ例以外に於ては、観察期間中にツ庚應陽
韓を認めることが出来なかった。
以上5例の患者に於て．蟄病時のツ反應が
陽性を示さな盲ユつた理由に就ては．感染昔時
に於て第一章に述べた如き、ツ反應滅崩由子
が作用したことも．一應は考慮すべきであら
うが、B・C・G接種を行った第3例以外は．
観察期間中、陽持してゐないことより、減弱
国子の作用は除外出碑よう。岩佐6弓）は動物實
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結核発病者5名の呈せるツベルクリン擬陽性反応
に託て鶴寮した結果、次の如く考察する。ツ反応陰
性なりしものが、結城症発病時又は其の後間もなく
疑陽性反応な呈する場合は、結墳菌の感染缶受けた
ものが、ツベルクリン・アレルギー弱きため、陽性
反応缶示すに至らず、即ち不全アレルギー毎示Lた
ものと思考すべきであらう。ツ反応が陰性ね示さな
い理由は、多くは体質によるものと考へるべきであー
らうが、動物実験に放てツ反応在院転せしめるため
第
轡
長崎馨大厚生女畢部生麓僅封構として観察
したツベルクサン反魔の中．■特忙旗揚性反應
に就て、其の頻度、意義．太いさツ、時間的開
係、結棲症蟄病者の場合等に就て考察し、次
の如き成臨を得た。
1）201名の2年間に於ける観察で．旗揚
■●
性を示したもの75名（37・†6％）である。ツ
■
反應廷数は1696回で、其の中158回（9・2％）
に放て疑陽性反應を呈した。
2）上青巳旗陽性反應を6群に分類した。各
群に放ける意義．例数、ツ反魔の回数は（A）
陰性より陽性への移行時、即ちア㌢ルギー前
験に於て、？虎原敬現の要約として、或程度
の強力なる結棟感染が必要であると述べてゐ
るが、人間に於ても、個人的差異はあらうが、
ツ反應を陽韓せしるめためには、或経度強力
な感染が必要ではあるまいか。田中66）が報骨
．してぉる如き、月・C●Gをヰ回以上接種し
―■■
ないと、ツ虎應が陽韓しない例などは、上記
のことを裏書きするものと言へよう。伺踏板
蟄病者に於けるツ反應陰性例を報告してゐる
潜も多数あるし、その原因につりては体質を
問題にする者が多い枝である。以上を綜合す
るに桔梗蟹病者が疑陽性を呈する場合は、棟
弱感染．其の他の原因も考へられようが、主
として患者の体質によるものと解すべきであ
らうか。ツ反臆が疑陽性の程度の強さで蟄病
′したものは、一般に症状が軽い椋である。
ヽ
I
l
括
には、或程度強力な感染が必要なことや、人間に放
ける初感染時のツ反応が擬陽性程度の蝿さ毎示すも
のは、発病時の症状が一般に軽度で、縫過も良好な
点などより考へるならば、徴萌感染による発病と解
すべき点も否定するこ≒は出来ないoツベルクリン
慶陽性反応が結核による特異反応と非特異反応との
交錯Lてゐ声領域であるとの説に徒へぼ、此の5別
に於ける疑陽性反応は、勿論特異反応在示すもので
ある。
玉　　章
括
駈胡と見撤すべきもの．24例、35回。（B）
陽性者が】時的に疑陽性を示したと解すべき
もの．16例、19回。（C〕陰性者が一時的に
流暢性を示したと見撤すべきもの、30例、∠拍
回。（D）陽性より陰性への移行時．即ち陽
性7ネルギ立への移行期と解すべきもの、4
例．5回。（E）所謂疑陽性反應と辞するが
通常と思はれるもの．12例、39回。（F）ツ
反應不安定者の示す疑陽性反應．6例．14回
である。即ちC群に属するもの最も多く、D
群に屈するものが最も少い。
声〕観察期間と琴陽性圧應の頻度との関係
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を見るに．1年7ケ月以上観察した例では43・l
％、11ケ月間観察した例では26・8％である0
4）各人の示した疑陽性反應の回数を見る
に．1回31名．2回19名、3【司15名、4回7名、
5回2名、6回1名、7回以上のものを認めな
い。
5）（A）より（F）に至る6群の旗陽性反
い
應の太さに就てみれば、月群即ち陽性者が一
時疑陽性を示す時は．7・Omm以上の成蹟を
示す場合が．6．5mふ血下の成績を示す場合
の約2倍の頻度に見ちれる。C群即ち陰性藷
がt一時疑陽性を示す時は、6・5mm以下町
場合が、7・Omm以上の場合より遠かに多く．
約4・5倍の頻度に見られる。其の他の4群に
於ては特記すべき意義を認めない。
6）24時間値と48痔問値とに於けるツ反應
に於て、少くとも1度は疑陽性反臆を呈した
146回（観察期間7ケ月間）の時間的関係を
見るに．〔a）24時間由及び48時間値共特撰▲
陽性のもの47回。（b）24時間値疑陽性で．
48時間値陰性のものJ3ヰ回。（亡）24時間値
陰性で．48時間値疑陽性のもの11由。（d）
24時間値陽性で、48時間値疑陽性のもの、‾38
回。（e）24時間値疑陽性で、鳩時間値陽性
のもの．16回であ「る。即ちa群衆も多く、亡
群が最も少小。
7）．上記5群に於ける■群を除いた他のヰ
昭
昭
1〕
21
2〕
5〕
4）
5）
6）
丁〕
22
8〕
23
9）
群に於て、2†時間値と4＄時階位とを比較する
に．2ヰ時間値大なるものが、48呼野値大な革
もの1約3借であった。
8）
合は、
る傾向
9）
時又
艶
は其車
人で2個坤上疑陽性反應を示す場
成続が上記5群中の同一群に嵐す
られる。′
應陰性な申しものが、踏板症費病
間もなく旗陽性反臆を呈する場合
―
は．桔梗蘭の感染を受けたものが、ツベルク
ワ　ン●
らすi
すべき
ならな
へるべ
が疑陽
症状が
實驗に
或程革
棟崩盛
らう。
以上を
合は、1
りすべき
きもので芦
ルギ
不垂
らう
由は
あろ
ー弱きため、陽性を示すに至
7
0
ヽ
レルギーを示Lたものと解
此の場合．ツ反應が陽性と
多くは体質．によるものと考
テが．動感染蟄柄時．ツ屈原
度の粥さを示すも甲は、蟄病時の
に軽く、脛過も良好な鮎や、動物
．―ツ反應を陽椿せしめるためには、
力な感染が必要なことなどより、
よるための蟄病と解すべき鮎もあ
するに、ツ圧應疑陽性者を見た場
の成臨のみで満足したり放任Lた
のでなく、叉共ぬ意義を決定すべ
くい必ず反痙實施し、前後毎成蹟
を参照すると共に、各回のツ反魔の時間的経
過をも観察し．其の意義を確かむると共に、
q
陽韓の時期を見逃さない様に努むづきである0
ノ
（廟聾するに鴎み横田改野の御指導と御校閲とに卸し深謝す）
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